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家をまるごと抱きしめる断熱材

アインネンフォーム
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No.1販売シェア世界が認めた |や|

のアイシネン

アインネンフォームは

環境先進国カナダで

開発された

発泡ウレタンの断熱材

アイシネンフォームの断熱材はフ回ンガスを全く使わない断

熱材として1987年 にカナダで誕生しました。アインネン社 tよ

およそ35年に渡つて現場発泡ウレタン業界のリーディングカ

ンパニーとして高い評価を得ております。北米No.1の市場販

売シェアと世界35ケ国でおよそ425′ 000棟の販売実績が示す

通り、その品質は他の断熱材と大きく異なります。比べてみれ

ばその違い,よ歴然。

アイシネンフォームは世界基準の性能をお約束しま魂

実績のあるアイシネン社とハンツマン社が統合し、世界基準

の性能をお約束する新たな断熱材アイシネンフォームをお

届けします。

アインネンフォームが選ばれる4つの理由

0 優れた柔軟性があるため躯体に追従し、剥離
や脱落のメ心配がありません。

0 空気中の湿気をため込まないため内部結露
やカビの発生を抑制しま魂

0 フロンガスを一切使用せず、VOC(揮発性有機
化合物)の発生も極めて低いフォーム材で現

0 世界最高品質の証「生涯製品保証書」を発行。
長期に渡り、品質が維持されま魂
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快適さを求めるならアイシネン

住み心地や建物の寿命を大きく左右する断熱材。施工した後は普段、目にすることがなくなるものだけに断熱

材選びに妥協は禁物。その機能や性能をよく知り、長期に渡つて安心できるものを選びたいものです。アイシ

ネンフォームはその高い気密性・断熱性で発泡ウレタン断熱材のトップブランドとして世界中から評価されて

おりま魂

安心・安全のアイシネンフォーム

世界のトップブランド

断熱材

認定スプレ…ヤ…制度

π ンネン生涯保証書

アイシネンフォームは35ヶ国以上で採用されており、その高

い技術と品質は世界のトップレベル。世界中から評価されて

いる断熱材で魂

ハンツマン社は断熱材のみなら式 様々な化学製品を供給し

ているリーディングカンパニーであり、世界各国へ高い品質

の製品を供給しておりま魂

アインネンフォームを吹けるのは研‖多を受けて試験に合格し

たスプレーヤーのみ。高度な知識と技能を修得した認定技術

者が現場にて丁寧な施工をするため、その施工にも最高品

質を保つことができま魂

アインネンフォームには高い品質の証である「生涯保証書」が

発行されます※。このような保証書は他に類がなく、長期に波

り、保証の効力を有しますので安心してご利用頂けま魂

※保証書発行には条件がありま魂
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シネンの品質 tよ違います

隙間をつくりません アインネンフォームはポリオール (B液 )とイソシアネート(A

液)の 2液を混合させることによつて瞬時に約 100倍に膨ら

み、わずかな隙間にも入り込んで漏気を防ぎます。繊維系の

断熱材ではダクトや配管、コンセントボックス廻りなど、隙間

なく完全に設置することは困難ですがアイシネンフォームは

そういつた隙間を埋めることで熱エネルギーの損失を防訳

光熱費を抑えることができます。夏 tよ涼しく冬暖かい快適な

環境を維持しま魂

ダクト廻り

コンセントボックス

題
|

剥離、脱落の心配が

ありません

去l'

アインネンフォームは柔軟性が高く、地震などで躯体が動しヽ

ても構造体に追従して動き、剥離や脱落することがありませ

ん。発泡ウレタンが躯体から剥離するとそこに断熱欠損が生

じ、熱が逃げてしまいますが柔らかい発泡ウレタンほどその

可能性 tよ低くなります。アインネンフォームtよきめ細やかな

表面で、指で軽く押しつぶすことができるほど柔らかな発泡

ウレタンです。

脱落したボード系断熱材 変形したボード系断熱材

床下に隙間なく吹付けられた

アイシネンフォーム

1
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まるごと包みこむ戸イシネン

屋根面ズ)｀らの輻射熱をカット

アインネンフォーム

施工前と施工後の温度の

違い (/」 屋ヽ裏)
※本データtよ効果を保証する
ものではありません。

内壁

(壁断熱 )

ア
イ
シ

不ヽ
ン
フ
オ
ー
ム

-37dB

建
材

建
材

騒 Φ

生活音と呼ばれる音を吸収し

静ズ)｀な環境をつくりま魂

増

躯体に密着し気密を高めます。
24時間
換気

鶏

24時間
換気

足元ズ〕`らの「冷え」を防ぎます。

アイシネンフォームは屋根、壁、天丼、床下など家全体を隙間

なく包みこみ、熱エネルギーの損失を防ぎます。柔らかな

フォームは外部の騒音や臭しヽ、アレルギー物質などの侵入

を軽減し、またアイシネンフォームがもたらす高気密・高断

熱の家はエアコンなどの電気代を削減するだけでなく、家

の中の温度差を少なくすることにより、ヒートショックなどの

リスクを減らしま丸
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シネンの性能と施工性

町 ンネンフォ…ム

物性値

π シネンフォームの

施工の流れ

口1施工準備

熱伝導率 (λ値) 0,0351Ar/(moK) 」ISA 4412-2

透湿率 26.On9/(m os,Pa)   」IS K 7225

燃焼距離  60mm以 下
燃焼性 」IS A 9526

燃焼時間  120秒以内

上記、」IS A 9526の規格に準じて、外部検査機関にて各種試験を

実施。

」IS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」

A種 3に適合。

アイシネンフォームの施工は認定スプレーヤーによる「責任

施工体制」。吹付け機械や現場に熟知したものが施工しま丸

アインネンフォームは製品だけでなく施工にも高品質を保ち

ます。

発泡システム 水発泡 ノンフロン
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断熱材厚み

断熱等級5の誘導基準による厚み

木造軸組構法叉tよ木造枠組壁工法【―戸建て住宅・充填断熱】

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
地域区分

必要熱抵抗値

(信・K/W)
6.9    6.9    5,7    5,7    5,7    5.7    5.7    1.0

屋根
アイシネンフォーム厚み

(mm)
242   242   200   200   200   200   200    35

必要熱抵抗値

(下・K/W)
5,7   5,7   4,4   4,4   4.4   4.4   4.4   0.8

天丼
アインネンフォーム厚み

(mm)
200   200   154   154   154   154   154    28

必要熱抵抗値

(面。K測 )
4.0    4.0    2.7    2.7    2.7    2,7    2,7

外壁
アイシネンフォーム厚み

(mm)
140   140    95    95    95    95    95

必要熱抵抗値

(晒・K/W)
5,0   5,0   5,0   3.4   3.4   3.4   3.4

外気に接する

部分 アインネンフォーム厚み

(mm)
175   175   175   119   119   119   119

床
必要熱抵抗値

(爾・厚W)
3.3     3.3     3.3     2.2     2,2     2.2     2.2

その他部分
アインネンフォーム厚み

(mm)
116   116   116    77    77    77    77

」IS A 1412-2、 左ページ熱伝導率0,0351Ar/(m・ Klに基づく厚み

2022年6月 4フ日に公布された改正建築物省エネ法が、2025年 4月施行され、省エネ基準の全面的な適合義務

化がスタートしました。

省エネ適合義務化に伴い、上記の断熱材基準厚みを満たすことにより適合を確認することが可能で現

ただし、適合に関しましては、開回部の熱貫流率・設備機器の仕様確認も必要となりま魂

各地域区
/刀＼ごとの心要適合仕様のご確認をお願い致しまづ。
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シネン施工事例
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他の現場発泡ウレタンとは

何が違う?

アイシネンフォームはフォームの寸法安定性が高いため変形

しにくく、また柔軟性があるため躯体との追従性が高く剥離、

落下等の心配がありません。高品質の証である「生涯保証書」

を発行するのもアインネンフォームだけで魂

E 結露しIEくい理由は? アインネンフォームは木造住宅に適した断熱材として木材

の調湿効果を女方げることのないよう、適度な透湿をしつつま

た圧力差による空気の透過量を限りなく少なくなるように

開発されております。空気と共に移動する水蒸気の吸着や

室内外の温度差を抑えるため結露発生のリスクも低くなつ

ております。

他の断熱材との違いは? 一般的な繊維系の断熱材の多くは隙間なく充填することは

難しく、その部分は漏気が発生してしまいま魂 漏気部
ノ
刀
＼には

温度差が生じ、結露する可能性が高まります。また繊維系の

断熱材は最も輻射熱を受けやすい勾配屋根面などに設置す

るのは困難で魂 アイシネンフォームtよ約100倍に発泡して躯

体に密着し僅かな隙間も作りません。この気密と断熱を両方

兼ね備えるのがアインネンフォームの特徴で魂

熱伝導率は変化するの? ウレタンフォームの熱伝導率は主にセル (気泡)内の気体の熱

伝導率に足因しま魂 独立気泡の硬質ウレタンはセル内に発

泡斉」として使用された熱伝導率の低い気体を開じ込めること

で高い断熱性能を有してますが時間がたつにつれて気体の一

部がセル膜を徐々に透過し外部の空気と置換されるため熱伝

導率もある程度低下しま魂 アイシネンフォームは連続気泡の

ためセル内の気体は発泡後速やかに空気に置換されるため

通常の使用下では断熱性能の変化がほとんどありません。

ロ カナダで開発吉れた
断熱材は日本の気候に

合わないのでは?

アインネンフォームはカナダのような寒冷地だけでなく、世界

の様々な気候帯で採用されており、日本以上の高温多湿な場

所でも使われておりま魂 日本でも15年以上の販売実績があ

り高い評価を頂いております。

火災時にガスが

発生するのでは?

アイシネンフォームは無機質の不燃材で,よありませんので一

定温度以上で燃焼し、C02など炭イ巴水素系のガスを発生しま

丸 また窒素を含む他の材料と同様に燃焼条件によつて

'よ

微

量のシアンガスが発生しますが発泡ウレタンの表面が炭化し

燃え広がること

'よ

ありません。火災時の死亡原因の多く

'よ

―

酸化炭素中毒や酸素の欠乏によるもので魂

9



参考資料

誘導基準の仕様規定 (R値)

建築物の

磯

熱抵抗 :浦・K/W
縦 、構法

又は工法
断熱材の施

=法
地域の区分

4・ 5。 6・ 7

内断熱                 89         61         61          0,7
屋ホ艮又は天丼            タト断熱                 10,9         7.0         70         06

両面断熱                57         44         44         0.6

壁

外気に接  内断熱又は両面断熱    53     53     23      -

床     号露詣多―織等義露所雨翻房下~~圭器~――一圭錫―一――
=旨

―――――モーー
音F分     夕削千熱                59        59        18          -

鉄筋

コンクリート造

木造軸組構法又|よ  床
木造枠組壁工法

外気に接
する部分  内断熱、外断熱叉は
その他の  両面断熱

充填断熱

する部分
その他の

部分

3.5 3.5土間床等の

外周部分の

基礎壁

屋根又は天丼

17

1.2 1.2 0.7

69 57 57        1.0
5,7 4.4 44 08
40 27 27

一戸建て

の住宅
5,0 5.0 34

木造軸組構法、

木造枠組壁工法又は

鉄骨造

鉄筋

コンクリート造

3.3 3.3 2,2

査昆⊆蘇8  毛好許彦酵 寄醤酔傘
断熱叉|よ

屋本艮叉は天チキ                                    63         48         48         0,9
昌≧                                                          3.8            2,3            23              -

外気に接 45        45        3.1          -
床      梶%現詐1 

外張断熱叉は内張断熱 _

部分

査昆畳蘇8  怪好許鬱許 需醤講摯
断熱叉は

屋根又は天丼 ――――――
安解鍛受ほ両面所票下

~~圭
琴
二――――

看豊
一―――■

耗|―――一号考―一

壁       ― ― 一 ― ― ―

寮 害 雲 麦 ほ 両 面 百 要 下

~~・

鵠
戸

― ― ― ―

|十

一 ― ― ― ―

将 |―

― ― ― ―

=一

一

外気に接  内断熱叉 tよ両面断熱    26     19     14      -

床

部分   外断熱 35 20 12

土間床等の

外周部分の

基礎壁

屋根叉は天丼

外気に接

する部分
その他の

内断熱、外断熱又は

両面断熱

17 17 06

0,5 0.5 01

2.0 10

3.4 2.0 16 0.8

共同住宅等

又は

複合建築物

の住宅部分

木造軸組構法又は

木造枠組壁工法

25 21 1.8

外気に接  充填断熱 3.4        3.4        29          -
床       瑞             

―

21        2.1        17         -
部分

査昆⊆蘇8  毛好静酵酵 寄醤辞摯
断熱又は

屋根又は天丼 37 21 1,7

壁 22 18 16

木造軸組構法、

木造枠組壁工法又は

鉄骨造

外気に接
する部分
その他の

部分

外張断熱叉は内張断熱 3.1 3.1 26

床

10

04 03 01

09

土間床等の

外周部分の

基礎壁

外気に接
する部分  内断熱、外断熱叉は
その他の  両面断熱
部分

12 1.0 0,6



外皮性能における基準値 (ZEHレベル)

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■地域区分

外皮平均熱貫流率の基準値 UA(W/言・Kl 0,46  0.46  0,56  0.75  0.87  0,87  0.87

冷房期の平均日射熱取得率 9 AC 3,0     2.8     2.7     6.7

上位等級の外皮平均熱貫流率の基準値

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■地域区分

等級6 UA(W/晒・K1  0.28 0,28 0.28 0.34 0.46 0.46 0,46

外皮平均熱貫流率の基準値
等級ア UA(W/爾・K) 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0,26 0.26

外皮の断熱性能だけでなく、暖冷房や給湯などの設備機器も含めた、建物全体の省エネルギー性能が評価されま現

iェ醜出iと白
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ハンツマン・ジャパン株式会社

〒210-0855 神奈川県川崎市川崎区南渡田町1-11
Thin k2号 館 1階

TEL:044-201-1800  FAX:044-201-1833

HUNTSMAN
BUILDING SOLUTIONS


